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航
路
改
編

海
陸
で
利
便
性
向
上

競
争
激
し
い
日
中
航
路
で
急
成
長

Ｓ Ｉ Ｔ Ｃ
ジ ャ パ ン
創立１０周年

「
顧
客
志
向
」の
営
業
実
る

新
造
船
が
東
京
初
入
港

日
―
中
―
東
南
ア
航
路
に
投
入

駐
在
事
務
所

タ
イ
に
開
設

Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
は
ベ
ト
ナ
ム
サ
ー
ビ
ス
を
増
強
し
て
い
る
。
昨
年
末
に
は
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
デ
ィ
ン
ブ
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
が
運
営
す
る
北
部
の
ハ
イ
フ
ォ
ン
の
コ
ン
テ
ナ
デ
ポ
で
第
２
期
の
開
業
式
を
開
催
。
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
コ
ン
テ

ナ
ラ
イ
ン
ズ
は
日
本
�
ベ
ト
ナ
ム
航
路
の
開
設
、
航
路
改
編
を
今
月
か
ら
実
施
し
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
。

そ
の
ほ
か
の
取
り
組
み
も
進
め
ら
れ
て
お
り
、
同
社
は
ベ
ト
ナ
ム
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。

■
コ
ン
テ
ナ
デ
ポ
開
所

先
月

日
に
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
デ

ィ
ン
ブ
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
が
運
営
す
る
コ
ン

テ
ナ
デ
ポ
の
第
２
期
の
開

業
式
が
開
催
さ
れ
た
。
第
２

期
は
敷
地
面

積
が
５
万
平

方
㍍
。
１
２

０
０
平
方
㍍

の
事
務
所
棟

や
４
０
０
０

平
方
㍍
の
物

流
倉
庫
が
含

ま
れ
て

い

る
。第

２
期
は

す
で
に
稼
働

し
て
お
り
、

式
典
開
催
に

よ
り
正
式
に

開
業
。
１
期

と
合
わ
せ
８

万
平
方
㍍
が

利
用
さ
れ
て

い
る
。
３
期

と
な
る
６
万

３
０
０
０
平

方
㍍
の
用
地

は
す
で
に
確

保
済
み
で
、

今
年
下
半
期

に
施
設
が
稼

働
す
る
予
定
。
総
面
積
は


万
３
０
０
０
平
方
㍍
と
な

り
、
年
間
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量

は
最
大
で

万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
に
上

る
。■

ダ
ナ
ン
航
路
を
開
設

航
路
サ
ー
ビ
ス
で
は
Ｓ
Ｉ

Ｔ
Ｃ
コ
ン
テ
ナ
ラ
イ
ン
ズ
が

今
月
中
旬
か
ら
既
存
の
九
州

�
上
海
・
寧
波
航
路
を
改
編

し
、
香
港
・
華
南
、
ベ
ト
ナ

ム
へ
延
伸
す
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
同
社
初
の
ベ
ト
ナ
ム
中

部
の
ダ
ナ
ン
へ
の
寄
港
が
開

始
さ
れ
る
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
名
称
は

Ｃ
Ｊ
Ｖ
５
。
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
は
ハ
イ
フ
ォ
ン
（
月
・

火
）
▽
ダ
ナ
ン
（
水
）
▽
蛇

口
（
金
・
土
）
▽
寧
波
（
月
）

▽
上
海
（
火
・
水
）
▽
博
多

（
木
・
金
）
▽
門
司
（
金
）

▽
釜
山
（
土
）
▽
上
海
（
月

・
火
）
▽
寧
波
（
火
・
水
）

▽
香
港
（
金
・
土
）
▽
蛇
口

（
土
）
▽
ハ
イ
フ
ォ
ン
。
新

サ
ー
ビ
ス
の
開
始
は

日
に

博
多
に
入
港
す
る
本
船
か

ら
。

釜
山
ま
た
は
上
海
で
ト
ラ

ン
シ
ッ
プ
す
る
こ
と
で
、
Ｓ

Ｉ
Ｔ
Ｃ
コ
ン
テ
ナ
ラ
イ
ン
ズ

が
寄
港
す
る
日
本
全
港
と
ダ

ナ
ン
を
結
ぶ
輸
出
入
サ
ー
ビ

ス
が
可
能
。
さ
ら
に
ダ
ナ
ン

発
着
の
三
国
間
輸
送
サ
ー
ビ

ス
の
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
す

る
。■

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
短
縮

さ
ら
に
同
社
は
、
既
存
の

京
浜
・
名
古
屋
�
華
南
・
ベ

ト
ナ
ム
航
路
（
旧
Ｃ
Ｊ
Ｖ

５
）
を
今
月
中
旬
か
ら
改
編

し
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
Ｊ
Ｃ

Ｖ
を
開
始
。
こ
れ
に
よ
り
ト

ラ
ン
ジ
ッ
ト
タ
イ
ム
（
Ｔ

Ｔ
）
を
短
縮
、
利
便
性
を
向

上
さ
せ
る
。

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
は
ハ
イ

フ
ォ
ン
（
土
・
日
）
▽
香
港

（
火
・
水
）
▽
蛇
口
（
木
）

▽
汕
頭
（
金
）
▽
厦
門
（
土
）

▽
東
京
（
水
・
木
）
▽

横
浜
（
木
）
▽
名
古
屋
（
金
）

▽
門
司
（
土
・
日
）
▽
香
港

（
水
・
木
）
▽
ハ
イ
フ
ォ

ン
。

日
に
東
京
に
入
港
す

る
本
船
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
。こ

の
サ
ー
ビ
ス
は
コ
ス
コ

ン
グ
ル
ー
プ
と
の
共
同
運

航
。
コ
ス
コ
ン
東
南
ア
ジ
ア

が
２
隻
、
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
が
１
隻

の
１
４
０
０
Ｔ
Ｅ
Ｕ
型
コ
ン

テ
ナ
船
を
投
入
す
る
。

こ
の
改
編
で
は
上
海
・
寧

波
へ
の
寄
港
を
や
め
、
香
港

・
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
ト
ラ
ン
ジ

ッ
ト
タ
イ
ム
を
短
縮
。
さ
ら

に
上
海
港
の
バ
ー
ス
混
雑
を

避
け
る
こ
と
で
よ
り
安
定
し

た
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
構
築
す

る
。Ｓ

Ｉ
Ｔ
Ｃ
で
は
こ
の
ほ

か
、
昨
年
９
月
に
開
業
し
た

Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
は
南
部
の

ホ
ー
チ
ミ
ン
で
も
デ
ポ

運
営
を
展
開
す
る
考
え
。
ソ

フ
ト
面
で
は
、
日
本
特
有
の

き
め
細
か
い
対
応
な
ど
を
現

地
ス
タ
ッ
フ
に
伝
授
す
る

「
ラ
イ
ン
マ
ス
タ
ー
制
度
」

を
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
で
導
入
す

る
な
ど
、
さ
ら
な
る
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。（

※
当
記
事
は
２
０
１
４

年
１
月
８
日
付
２
面
掲
載
）

Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
海
豊
国
際
控
股
）
の
楊
現

祥
最
高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ

Ｏ
）
は
６
日
夜
、
日
本
海
事

新
聞
な
ど
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
応
じ
、
今
後
の
東
南
ア
ジ

ア
へ
の
サ
ー
ビ
ス
展
開
に
つ

い
て
「
日
本
、
中
国
か
ら
東

南
ア
ジ
ア
の
ベ
ト
ナ
ム
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
へ
と
高
頻
度
・
高
密

度
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
て
い
く
。
近
い
将
来
に
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
で
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
の

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
で
き
る
と

思
う
」
と
述
べ
た
。
ま
た
現

在
、
中
国
の
上
海
と
青
島
な

ど
で
展
開
し
て
い
る
物
流
倉

庫
に
つ
い
て
は
、
倍
増
さ
せ

る
計
画
を
明
ら
か
に
し
た
。

発
言
要
旨
は
次
の
通
り
。

【
陸
上
業
務
】
ド
レ
ー
、

倉
庫
、
デ
ポ
ジ
ッ
ト
い
っ
た

ハ
ー
ド
面
で
は
、
ロ
ジ
ス
テ

ィ
ク
ス
パ
ー
ク
と
い
う
形
で

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
。
現
在
、
上
海
と
青
島
で

合
わ
せ
て

万
平
方
㍍
超
の

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
か
ら
さ

ら
に
、
１
０
０
万

平
方
㍍
に
増
や
し

て
い
く
予
定
だ
。

ソ
フ
ト
面
で

も
、
フ
ォ
ワ
ー
デ

ィ
ン
グ
、
通
関
、

船
舶
代
理
、
保
険

と
い
っ
た
各
業
務

を
行
っ
て
い
る
。

【
新
造
船
計
画
】

月
の

上
場
で
調
達
し
た
資
金
の


％
以
上
を
海
上
サ
ー
ビ
ス
に

注
入
す
る
予
定
で
、
既
に
７

隻
の
発
注
を
発
表
し
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
２
�
３
年
以

内
に

�

隻
の
建
造
を
計

画
し
て
い
る
。

船
の
サ
イ
ズ
に
つ
い
て
は

顧
客
志
向
で
考
え
な
く
て
は

い
け
な
い
。
顧
客
は
船
の

大
小
で
船
会
社
の
選

定

を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ

が
あ
る
の
か
見
極
め
て
計
画

を
立
て
て
い
き
た
い
。

日
本
の
建
造
技
術
は
高

く
、
品
質
は
良
い
の
で
、
日

本
で
造
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
発
注
し
た
い
。

【
基
本
方
針
】
船
会
社
ご

と
に
戦
略
が
あ
り
、
ほ
と
ん

ど
の
船
会
社
は
コ
ス
ト
戦
略

を
と
っ
て
い
る
が
、
Ｓ
Ｉ
Ｔ

Ｃ
は
顧
客
志
向
。
顧
客
ニ
ー

ズ
の
あ
る
拠
点
、
場
所
を
わ

れ
わ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
の
寄
港

地
と
し
て
い
る
。

例
え
ば
ベ
ト
ナ
ム
。
南
部

へ
は
多
く
の
他
社
サ
ー
ビ
ス

が
あ
る
が
、
北
部
で
は
そ
う

で
は
な
く
、
ニ
ー
ズ
が
旺
盛

だ
っ
た
。
そ
の
た
め
Ｓ
Ｉ
Ｔ

Ｃ
は
北
部
を
中
心
に
サ
ー
ビ

ス
を
展
開
し
て
き
た
。

月

に
開
設
し
た
ベ
ト
ナ
ム
�
タ

イ
�
中
国
華
南
航
路
は
そ
う

し
た
顧
客
ニ
ー
ズ
を
満
た
す

た
め
の
サ
ー
ビ
ス
だ
。
南
部

に
つ
い
て
も
顧
客
か
ら
の
要

望
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
そ

の
う
ち
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
の
高
品
質

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
き

た
い
。

【
青
島
港
コ
ン
テ
ナ
タ
ー

ミ
ナ
ル
】
青
島
港
務
局
と
Ｓ

Ｉ
Ｔ
Ｃ
で
タ
ー
ミ
ナ
ル

を
造
っ
て
い
る
。
順
調
に
進

み
完
工
し
た
。
来
年
の
供
用

に
向
け
ス
タ
ン
バ
イ
し
て
い

る
。（

※
当
記
事
は
２
０
１
０

年

月
８
日
付
１
面
掲
載
）

中
国
船
社
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
コ
ン

テ
ナ
ラ
イ
ン
ズ
（
新
海
豊
集

装
箱
運
輸
）
の
日
本
法
人
、

Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン
（
海
豊

国
際
航
運
日
本
、
呂
開
献
社

長
）
が
６
日
に
創
立

周
年

の
節
目
を
迎
え
た
。
競
争
が

激
し
い
日
中
航
路
で
急
成
長

を
支
え
、
取
扱
量
を
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
に
押
し
上
げ
た
の
は

代
理
店
と
の
密
接
な
連
携
と

「
顧
客
志
向
」
の
き
め
細
か

な
営
業
努
力
の
成
果
。
９
日

夜
に
は

周
年
を
記
念
し
、

東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
に
顧
客

・
取
引
先
な
ど
関
係
者
約
３

５
０
人
を
招
き
、
懇
親
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
催
す
る
。

懇
親
会
の
場
所
は
東
京
・

六
本
木
の
グ
ラ
ン
ド
ハ
イ
ア

ッ
ト
東
京
。
中
国
本
社
か
ら

経
営
陣
も
来
日
す
る
。
呂
社

長
は
「
最
高
の
場
所
に
顧
客

を
招
待
し
、
本
社
首
脳
に
は

日
本
の
顧
客
の
生
の
声
を
聞

い
て
も
ら
う
」
と
話
す
。

日
本
法
人
は
１
９
９
５

年

月
６
日
、
神
戸
市
に
設

立
さ
れ
た
。
２
０
０
１
年
７

月
に
は
東
京
事
務
所
を
神
田

に
開
設
。

年
８
月
、
業
務

の
拡
充
・
効
率
化
の
た
め
、

神
戸
の
本
社
機
能
を
東
京
に

移
管
し
、
こ
れ
に
併
せ
て
東

京
事
務
所
も
ビ
ジ
ネ
ス
の
中

心
地
で
あ
る
丸
の
内
に
移
転

し
た
。
現
在
は
東
京
と
大
阪

で
合
計
約

人
の
社
員
が
働

く
。

呂
社
長
は

年
５
月
か
ら

日
本
に
赴
任
。
東
京
事
務
所

立
ち
上
げ
に
携
わ
り
、
昨
年

６
月
末
に
副
社
長
か
ら

日
本
の
ト
ッ
プ
に
昇
格
し

た
。
駐
在
歴
は
６
年
半
に
及

ぶ
が
、「
あ
っ
と
い
う
間
。
昨

年
の
本
社
機
能
の
移
管
と
事

務
所
の
引
っ
越
し
か
ら
１
年

以
上
た
ち
、
よ
う
や
く
体
制

が
固
ま
っ
て
き
た
。
こ
れ
か

ら
は
新
し
い
挑
戦
が
必
要

だ
」
と
述
べ
、
顧
客
志
向
と

事
業
の
成
功
に
不
可
欠
な
結

果
主
義
の
２
つ
の
方
針
を
両

立
さ
せ
て
い
く
考
え
を
示
し

た
。親

会
社
は
昨
年
来
、
サ
ー

ビ
ス
の
拡
張
と
質
的
向

上
に
力
を
入
れ
る
。
東
南
ア

ジ
ア
に
航
路
網
を
広
げ

る
一
方
、
付
加
価
値
の
高
い

日
中
間
の
ホ
ッ
ト
・
デ
リ
バ

リ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
（
Ｈ
Ｄ

Ｓ
）
を
今
月
か
ら
増
便
し
、

日
本
法
人
も
営
業
活
動
を
本

格
化
。集
荷
代
理
店
９
社（
日

新
、
ダ
イ
ト
ー
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
、
日
東
物
流
、
東
海

運
、
愛
知
海
運
、
シ
ー
ゲ
ー

ト
、
日
本
ト
ラ
ン
ス
シ
テ

ィ
、
山
九
、
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
）
と
の
協
力
に

よ
り
、「
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
」
ブ
ラ
ン

ド
の
一
層
の
浸
透
を
目
指

す
。呂

社
長
は
「
い
ろ
い
ろ
な

人
に
支
え
ら
れ
て
こ
こ
ま
で

来
た
。
代
理
店
の
人
に
も
感

謝
し
て
い
る
」
と
語
る
。

（
※
当
記
事
は
２
０
０
５

年

月
９
日
付
２
面
掲
載
）

Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
コ
ン
テ
ナ
ラ
イ

ン
ズ
（
新
海
豊
集
装
箱
運

輸
、
日
本
総
代
理
店
・
Ｓ
Ｉ

Ｔ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン
）
が
運
航
す

る
新
造
船
「
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
ハ
イ

フ
ォ
ン
」
が

日
に
東
京
港

に
初
入
港
し
た
。

本
船
は
東
京
港
青
海
Ａ
�

３
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
入
港
。
同

日
午
後
に
は
本
船
で
初
入

港
を
記
念
し
た
セ
レ
モ
ニ
ー

が
開
催
さ
れ
た
。
セ
レ
モ

ニ
ー
に
は
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
ジ

ャ
パ
ン
の
呂
開
献
社
長
ら

が
出
席
。
東
京
港
埠
頭
の
藏

居
淳
埠
頭
事
業
部
長
、
三
井

倉
庫
の
藤
崎
徹
也
港
運
部
長

が
記
念
品
を
手
渡
す
な
ど
し

た
。Ｓ

Ｉ
Ｔ
Ｃ
ハ
イ
フ
ォ
ン
の

コ
ン
テ
ナ
積
載
能
力
は
１
０

３
２
Ｔ
Ｅ
Ｕ
。
今
月
３
日
に

は
ベ
ト
ナ
ム
北
部
ハ
イ
フ
ォ

ン
港
で
就
航
式
典
を
開
催
し

て
い
る
。
本
船
は
タ
イ
、
ベ

ト
ナ
ム
、
中
国
、
日
本
を
つ

な
ぐ
航
路
へ
の
投
入
を
予
定

し
て
い
る
。

Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
は
「
今
後
も
安

全
、
安
定
、
安
心
の
�
Ａ
Ａ

Ａ
の
精
神
�
で
航
路
運
営
に

励
み
、
ア
ジ
ア
域
内
の
ト

レ
ー
ド
を
し
っ
か
り
と
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
」
と
し
て

い
る
。

（
※
当
記
事
は
２
０
１
１

年

月

日
付
２
面
掲
載
）

SITC コンテナラインズ（新海豊集装箱運輸）の日本総代
理店・SITC ジャパンは 5日、1995 年の設立から周年を
迎えたことを機にホームページ(HP)のデザインをリニ
ューアルしたと発表した。

同社の HP では昨年、従来の国外本船動静検索に加え、
「日本国内専用」の本船動静検索サービスを開始。より精

度の高い国内の動静情報をリアルタイムで知ることがで
きるようになった。またウェブブッキングでは、ドキュメ
ンテーションの機能を強化するなど利便性を向上させ
た。この結果、昨年月には利用件数が累計 2万件に達し
ている。

このほか、フェイスブックも導入しており、SITC のさま
ざまな活動や物流に関する情報を発信している。

同社では「今後も情報提供のレベルアップに努め、見や
すく誰でも使いやすい HP を目指して運営していく」と話
す。 （※当記事は 2015 年 1 月 6 日付 2面掲載）

Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
コ
ン
テ
ナ
ラ
イ

ン
ズ（
新
海
豊
集
装
箱
運
輸
）

の
日
本
総
代
理
店
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｃ

ジ
ャ
パ
ン
（
海
豊
国
際
航
運

日
本
）
は
タ
イ
に
駐
在
事
務

所
を
開
設
し
た
。

日
付
で

日
本
人
ス
タ
ッ
フ
が
赴
任
。

日
系
企
業
の
顧
客
を
中
心
に

タ
イ
�
日
本
、
タ
イ
�
中
国

間
や
東
南
ア
ジ
ア
域
内
の
ト

レ
ー
ド
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

タ
イ
駐
在
事
務
所
は
バ
ン

コ
ク
の
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
コ
ン
テ
ナ

ラ
イ
ン
ズ
タ
イ
ラ
ン
ド
の
オ

フ
ィ
ス
内
に
設
置
さ
れ
て
い

る
。（

※
当
記
事
は
２
０
１
２

年
２
月

日
付
１
面
掲
載
）

ベトナムサービス強化

ＳＩＴＣ ＪＡＰＡＮ
設 立 20 周 年 特 集

２０周年機に
ＨＰを一新

ＳＩＴＣジャパン

◆【投稿】呂開献・ＳＩＴＣジャパン社長／「大相撲と海運」／

「島国根性」捨て真のグローバル化を

（２００８年１１月２７日付４面）

◆【ラウンジ】呂開献・ＳＩＴＣジャパン社長／日本経済の中

心で顧客志向を叫ぶ （２００９年４月２４日付８面）

◆楊ＳＩＴＣ会長／日中航路開設 20 周年パーティー、「東南

ア強化 運航規模 15年 80隻」 （２０１２年７月２６日付２面）

ＳＩＴＣディンブ・ロジスティクスのコンテナデポ
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社内の業務風景

物
流
倉
庫
は
倍
増

楊
Ｃ
Ｅ
Ｏ

昭和１７年１２月２８日第３種郵便物認可

2015年（平成 27年）

12/7
日刊（土曜・日曜・祝日休刊）

月

第１号

本紙に掲載された
ＳＩＴＣ社の記事
で構成しました。
（紙面は企画広告です）

初入港した「ＳＩＴＣハイフォン」

インタビューに応じる楊ＣＥＯ

(1)



Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
マ
リ
タ
イ
ム
グ
ル
ー
プ
董
事
長
・
楊
紹
鵬
氏
が
会
見

華
南
・
東
南
ア
航
路
強
化

船
腹
も
倍
増
、成
長
路
線
維
持

Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン
社
長
・
呂
開
献
氏
に
聞
く

顧
客
志
向
と
柔
軟
性
で
日
系
企
業
を
支
援

中
国
船
社
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
マ
リ

タ
イ
ム
グ
ル
ー
プ
（
海
豊
国

際
航
運
集
団
）
の
楊
紹
鵬
董

事
長
（
会
長
）
は

日
、
東

京
都
内
で
記
者
会
見
し
、
定

期
船
市
場
の
現
況
や
経
営
戦

略
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
た
。

日
中
航
路
で
需
要
が
減
速
す

る
な
か
、
華
南
や
東
南
ア
ジ

ア
航
路
を
伸
ば
し
、
運
航
規

模
も
今
後
５
�
６
年
で
２
倍

の

隻
に
増
や
す
方
針
。
採

算
重
視
の
堅
実
経
営
を
基
本

に
、
輸
送
量
で
年
率
２
�
３

割
の
成
長
路
線
を
維
持
す

る
。
国
有
の
Ｓ
Ｙ
Ｍ
Ｓ
（
山

東
省
煙
台
国
際
海
運
）
の
破

た
ん
理
由
に
つ
い
て
は
「
無

理
な
拡
大
の
つ
け
が
回
っ

た
」
と
話
す
。
会
見
要
旨
は

次
の
通
り
。

�
�
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
コ
ン
テ
ナ

ラ
イ
ン
ズ
（
新
海
豊
集
装
箱

運
輸
）
の
経
営
状

況
は
。

「
毎
年

�


％
の
成
長
を
続
け

て
き
た
。
輸
送
量

は
昨
年
１
１
２
万

Ｔ
Ｅ
Ｕ
を
記
録

し
、
今
年
は
１
�

８
月
で

万
Ｔ
Ｅ

Ｕ
を
超
え
た
。
米

国
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン

問
題
が
表
面
化
し
て
以
降
、

コ
ン
テ
ナ
船
市
場
の
成
長
が

鈍
化
し
、
日
中
航
路
も
減
速

気
味
だ
が
、
当
社
は
勢
い
を

持
続
し
て
い
る
」

�
�
今
年
後
半
以
降
の
市

況
を
ど
う
見
て
い
る
か
。

「
遠
洋
、
近
海
航
路
と
も

低
迷
が
続
き
、
来
年
も
同
じ

よ
う
な
状
況
と
予
想
す
る
。

特
に
遠
洋
航
路
で
は
需
要
を

上
回
る
新
規
竣
工
量
が
見
込

ま
れ
て
お
り
、
経
営
環
境
は

厳
し
い
。
コ
ン
テ
ナ
船
市
況

に
と
っ
て
２
０
０
９
�

年

は
調
整
の
時
期
に
な
る
」

■
「
海
上
バ
ス
」
構
想

�
�
経
営
戦
略
で
は
何
に

重
点
を
置
く
の
か
。

「
当
社
が
最
も
重
視
し
て

い
る
の
は
安
定
的
な
発
展
。

あ
ら
ゆ
る
面
で
採
算
管
理
を

徹
底
し
た
コ
ス
ト
の
低
さ
、

日
中
貿
易
の
増
大
に
応
じ
て

構
築
し
た
自
前
の
サ
ー
ビ
ス

体
制
、
潤
沢
な
資
金
（
財
務

の
健
全
性
）
の
３
つ
の
競
争

優
位
性
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の

長
所
を
発
展
に
生
か
す
」

「
日
中
航
路
で
は
現
在
、

毎
週
六
十
数
便
を
提
供
し
て

い
る
。
華
北
、
華
東
地
域
は

航
海
数
と
寄
港
地
が
多
く
、

共
に
輸
送
シ
ェ
ア
で
首
位
に

立
つ
。
今
年
前
半
は
計
画
通

り
の
輸
送
量
を
達
成
し
た
。

安
定
、
安
心
、
安
全
の
３
Ａ

と
『
顧
客
第
一
』
を
柱
に
、

『
海
上
バ
ス
』
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
サ
ー
ビ
ス
構
築
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
ア
ジ
ア
全
域

に
航
路
網
を
広
げ
た
い
」

�
�
遠
洋
航
路
へ
の
進
出

を
目
指
す
の
か
。

「
当
社
の
戦
略
は
ア
ジ
ア

域
内
へ
の
特
化
。
こ
れ
か
ら

は
華
南
、
東
南
ア
ジ
ア
航
路

を
強
化
す
る
。
運
航
船
腹
も

現
在
の

隻
を
今
後
５
�
６

年
で

隻
に
倍
増
さ
せ
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
『
米
サ

ウ
ス
ウ
エ
ス
ト
航
空
』
型

で
、
同
型
船
・
短
距
離
・
多

頻
度
・
低
コ
ス
ト
で
利
益
を

確
保
し
、
顧
客
に
は
付
加
価

値
を
提
供
し
て
い
く
」

■
Ｍ
＆
Ａ
で
カ
バ
ー

�
�
総
合
物
流
サ
ー
ビ
ス

へ
の
対
応
は
。

「
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
が
物
流
業
を
手
掛
け

て
い
る
。
提
携
先
は
マ
ー
ス

ク
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
、
シ
ン

ガ
マ
ス
、
ア
イ
・
ロ
ジ
ス
テ

ィ
ク
ス
、
韓
進
海
運
で
、
青

島
と
上
海
で
は
大
規
模
倉

庫
を
運
営
。
最
近
Ａ
Ｐ
Ｌ
、

青
島
港
と
共
同
で
、
同
港
に

新
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を

開
発
す
る
こ
と
で
合
意
し

た
」「

中
国
は
国
土
が
広
大
な

た
め
、
Ｍ
＆
Ａ
（
合
併
・
買

収
）
で
地
域
的
な
物
流
会
社

を
束
ね
、
全
国
的
配
送
網
を

整
備
す
る
こ
と
も
検
討
し
て

お
り
、
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）

活
用
も
図
っ
て
い
く
」

■
「
質
」
が
問
わ
れ
る

�
�
Ｓ
Ｙ
Ｍ
Ｓ
の
破
た
ん

に
対
す
る
感
想
は
。

「
日
中
航
路
の
船
社
の
中

で
は
規
模
が
大
き
く
、
市
場

に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。

個
人
的
に
は
、
経
営
不
振
は

戦
略
目
標
を
明
確
に
し
な
い

ま
ま
、
む
や
み
に
拡
大
路
線

に
走
り
、
体
力
以
上
の
発
展

を
目
指
し
た
こ
と
が
理
由
だ

と
考
え
る
。
荷
主
に
と
っ
て

今
回
の
騒
動
は
一
つ
の
教
訓

に
な
る
の
で
は
な
い
か
」

「
今
ま
で
日
本
の
荷
主
が

重
視
し
て
き
た
の
は
日
本
側

の
船
社
代
理
店
。
こ
れ
し
か

見
て
い
な
い
荷
主
も
多
い
。

し
か
し
、
今
後
は
海
運
会
社

本
体
に
つ
い
て
も
、
き
ち
ん

と
情
報
収
集
し
て
評
価
す
る

こ
と
が
大
切
。
Ｓ
Ｙ
Ｍ
Ｓ
は

１
年
前
か
ら
資
金
繰
り
問
題

が
指
摘
さ
れ
て
き
た
」

「
収
益
を
無
視
し
た
サ
ー

ビ
ス
は
不
安
定
で
、
市
場
に

と
っ
て
も
良
く
な
い
。
日
中

航
路
も
船
社
の
『
質
』
が
問

わ
れ
る
時
代
に
な
り
、
安
定

し
た
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
性
が

再
認
識
さ
れ
る
だ
ろ
う
」

（
※
当
記
事
は
２
０
０
８

年
９
月

日
付
１
面
に
掲

載
）

ア
ジ
ア
域
内
で
海
上
コ
ン

テ
ナ
輸
送
を
中
心
と
し
た
物

流
事
業
を
展
開
す
る
Ｓ
Ｉ
Ｔ

Ｃ
グ
ル
ー
プ
。
２
０
０
４
年

か
ら
ア
ジ
ア
展
開
を
開
始

し
、現
在
で
は
日
本
、中
国
、

韓
国
、
台
湾
、
香
港
、
ベ
ト

ナ
ム
、タ
イ
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
幅
広
く

サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る
。
Ｓ
Ｉ

Ｔ
Ｃ
の
日
本
法

人
、
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
ジ

ャ
パ
ン
の
呂
開
献

社
長
に
今
後
の
方

針
な
ど
を
聞
い

た
。�

�
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｃ

の
ア
ジ
ア
で
の

サ
ー
ビ
ス
の
現
状
は
。

「
基
本
的
に
ア
ジ
ア
展
開

は
非
常
に
好
調
に
推
移
し
て

い
る
。
本
格
展
開
か
ら
７
�

８
年
経
過
し
、
着
実
に
進
展

し
て
い
る
。
特
に
ロ
ー
カ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
形
で
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
に
根
差
し
、

ニ
ー
ズ
を
発
掘
す
る
こ
と
で

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
も
立
ち
上

げ
た
。
最
近
で
は
ア
ジ
ア
域

内
の
フ
ィ
ー
ダ
ー
機
能
の
強

化
に
乗
り
出
し
て
お
り
、


月
か
ら
は
ベ
ト
ナ
ム
・
ホ
ー

チ
ミ
ン
を
基
点
と
し
た
ア
ジ

ア
域
内
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る

ホ
ー
チ
ミ
ン
�
ビ
ン
ツ
ル

（
マ
レ
ー
シ
ア
）、バ
タ
ン
ガ

ス
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
航
路
を

ス
タ
ー
ト
し
た
」

「
ア
ジ
ア
域
内
の
展
開
で

は
、
船
型
の
選
定
も
重
要

だ
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら

１
８
０
０
Ｔ
Ｅ
Ｕ
型
を
中
心

に
展
開
す
る
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
一
例
が

月
に
デ

リ
バ
リ
ー
を
受
け
た
『
Ｓ
Ｉ

Ｔ
Ｃ

Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｎ

Ｇ
』
。
こ
の
船
は
Ｖ
Ｔ
Ｘ
１

サ
ー
ビ
ス
（
関
西
�
上
海
・

ベ
ト
ナ
ム
・
タ
イ
）
に
投
入

さ
れ
た
。
こ
れ
は
日
中
サ
ー

ビ
ス
と
い
う
よ
り
、
ア
ジ
ア

で
の
ニ
ー
ズ
を
中
心
に
考
え

た
航
路
だ
」

「
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
一
環
と
し
て
組
織
体
制
も

整
え
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
国
で
は
現
地
法
人

化
を
進
め
て
お
り
、
マ
レ
ー

シ
ア
を
除
く
国
で
実
現
し
て

い
る
。フ
ィ
リ
ピ
ン
、タ
イ
、

ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
い
っ

た
と
こ
ろ
は
、
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
の

こ
れ
か
ら
の
要
と
し
て
役
目

を
果
た
し
て
い
く
と
思
っ
て

い
る
」

�
�
ホ
ー
チ
ミ
ン
基
点
の

サ
ー
ビ
ス
の
考
え
は
。

「
ベ
ト
ナ
ム
で
は
繊
維
関

係
や
ゴ
ム
関
連
産
業
が
盛
ん

だ
。
さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
環

太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協

定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
の
進
展
が
見

込
ま
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
基

幹
航
路
に
乗
せ
た
グ
ロ
ー
バ

ル
向
け
の
貨
物
の
需
要
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
中

国
系
企
業
の
戦
略
に
な
る
と

思
っ
て
い
る
。
ま
た
日
系
企

業
は
生
産
基
地
を
東
南
ア
ジ

ア
に
シ
フ
ト
し
、
生
活
必
需

品
の
生
産
な
ど
が
少
し
ず
つ

ベ
ト
ナ
ム
に
移
っ
て
い
る
。

ベ
ト
ナ
ム
が

年
前
の
中
国

の
よ
う
な
状
況
に
な
り
、
物

流
ニ
ー
ズ
が
活
発
だ
。
ベ
ト

ナ
ム
は
『
い
よ
い
よ
テ
ー
ク

オ
フ
』
と
い
う
よ
う
な
勢
い

を
感
じ
る
」

「
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
ラ
イ

ナ
ー
の
仕
事
だ
け
で
な
く
陸

上
で
の
物
流
事
業
も
行
っ
て

い
る
。
デ
ポ
、
倉
庫
、
ド
レ
ー

（
コ
ン
テ
ナ
横
持
ち
輸

送
）、通
関
な
ど
着
実
に
展
開

し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
日
系

顧
客
の
業
務
も
行
っ
て
い
る

し
、
中
国
系
か
ら
も
大
量
に

委
託
を
受
け
て
い
る
。
ベ
ト

ナ
ム
で
は
暴
動
が
あ
っ
た
が

沈
静
化
し
て
き
て
お
り
、
ほ

と
ん
ど
影
響
が
み
ら
れ
な
く

な
っ
た
。
中
国
系
の
展
開
も

問
題
な
く
行
わ
れ
て
い
る
」

�
�
物
流
事
業
の
今
後

は
。「

ベ
ト
ナ
ム
以
外
で
は
タ

イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
検
討
し
て
い
る
。

特
に
タ
イ
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

は
候
補
地
を
見
つ
け
、
現
在

交
渉
中
だ
。
実
際
の
事
業
と

し
て
は
、
ま
ず
ラ
イ
ナ
ー
周

辺
の
デ
ポ
か
ら
は
じ
め
、
少

し
ず
つ
進
行
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
」

�
�
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン

は
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

な
ど
と
共
同
で
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
た
。

「
わ
れ
わ
れ
も
驚
く
ほ
ど

の
反
響
が
あ
っ
た
。
実
際
、

セ
ミ
ナ
ー
後
も
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
、
チ
カ
ラ
ン
・
ド
ラ

イ
・
ポ
ー
ト
（
Ｃ
Ｄ
Ｐ
）
を

活
用
し
た
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
の
上
海

経
由
の
最
速
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
顧
客
も
あ
る
。
今
後

も
こ
う
い
っ
た
ロ
ー
カ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
な
ど
に

つ
い
て
日
本
の
顧
客
と
共
有

す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
な

こ
と
だ
と
思
う
。
セ
ミ
ナ
ー

開
催
は
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
合

っ
て
い
た
と
実
感
し
た
」

�
�
今
後
の
展
開
は
。

「
ア
ジ
ア
の
展
開
は
日
本

や
中
国
、
特
に
中
国
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
形
で
ス

タ
ー
ト
し
、
今
も
な
お
域
内

の
サ
ー
ビ
ス
網
の
構
築
『
多

頻
度
・
網
の
目
』
が
進
ん
で

い
る
。
実
際
、
３
年
前
か
ら

タ
イ
を
ベ
ー
ス
と
し
た
航
路

配
置
を
行
っ
て
お
り
、
業
界

初
の
タ
イ
�
ハ
イ
フ
ォ
ン
直

航
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。

そ
の
後
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
サ
ー
ビ
ス

を
展
開
し
、
全
体
の
サ
ー
ビ

ス
網
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て

い
る
」

「
日
本
、
中
国
に
寄
港
し

な
い
域
内
の
フ
ィ
ー
ダ
ー

サ
ー
ビ
ス
を
強
化
し
て
い

る
。
ベ
ー
ス
は
日
中
だ
が
、

徐
々
に
地
元
ニ
ー
ズ
を
組
み

込
ん
で
い
き
た
い
。
究
極
の

ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
、
地
元
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た

フ
ィ
ー
ダ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
展

開
し
て
い
く
」

「
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン
と

し
て
は
、
一
番
の
ボ
リ
ュ
ー

ム
の
あ
る
タ
イ
に
は
先
陣
を

切
っ
て
駐
在
員
を
派
遣
し
て

い
る
。
い
ず
れ
は
日
系
企
業

の
ニ
ー
ズ
の
あ
る
全
て
の
拠

点
に
人
材
を
送
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は

人
材
の
育
成
が
重
要
な
課

題
。
日
本
で
人
材
を
集
め
る

こ
と
と
育
て
る
こ
と
を
同
時

並
行
的
に
進
め
、
い
ず
れ
全

て
の
ア
ジ
ア
の
国
々
に
派
遣

し
た
い
」

「
ア
ジ
ア
域
内
の
日
系
企

業
の
ニ
ー
ズ
に
は
、
ま
だ
一

部
し
か
応
え
ら
れ
て
い
な

い
。
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン
と

し
て
は
も
っ
と
深
掘
り
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
Ｓ
Ｉ
Ｔ

Ｃ
ジ
ャ
パ
ン
は
グ
ル
ー
プ
の

『
フ
ォ
ー
カ
ス
ア
ジ
ア
戦

略
』
の
下
で
、中
国
、日
本
、

そ
し
て
東
南
ア
ジ
ア
の
３
極

の
う
ち
の
１
極
を
担
っ
て
い

る
。
他
社
に
な
い
顧
客
志
向

と
柔
軟
性
を
も
っ
て
、
域
内

の
日
系
企
業
へ
強
力
な
物
流

支
援
を
提
供
し
、
ア
ジ
ア
展

開
強
化
、
本
体
の
中
国
の
発

展
、
そ
れ
と
と
も
に
強
く
な

ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
」

（
※
当
記
事
は
２
０
１
４

年

月

日
付
別
冊
ア
ジ
ア

物
流
特
集

面
に
掲
載
）

多
事
之
秋
。
世
の
中
が
こ
ん
な
に
急
速
に

変
化
し
て
い
る
と
感
じ
た
の
は
実
に
久
々

だ
。
ち
ょ
っ
と
目
ま
ぐ
る
し
い
。
福
田
内
閣

の
総
辞
職
、
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
倒

産
劇
、
株
式
市
場
の
暴
落
や
乱
高
下
、
食
品

安
全
問
題
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
く
、
悪

い
話
題
も
一
向
に
尽
き
な
い
。

そ
の
中
で
筆
者
の
注
目
を
引
い
た
の
は
業

界
内
外
に
震
動
を
も
た
ら
し
た
２
つ
の
事
件

の
関
連
性
。
具
体
的
に
は
、
相
撲
業
界
の
混

乱
と
中
国
国
有
船
社
Ｓ
Ｙ
Ｍ
Ｓ
（
山
東
省
煙

台
国
際
海
運
）
の
倒
産
と
の
つ
な
が
り
で
あ

る
。８

月
か
ら
９
月
の
混
乱
を
経
て
、
九
州
場

所
で
大
相
撲
は
や
っ
と
落
ち
着
い
た
。
相
変

わ
ら
ず
、
外
国
人
力
士
の
活
躍
が
目
立
つ
。

し
か
し
、
ロ
シ
ア
人
力
士
の
大
麻
事
件
に
よ

り
、
相
撲
業
界
に
激
震
が
走
っ
た
の
は
わ
ず

か
２
カ
月
前
の
こ
と
。
結
果
と
し
て
ロ
シ
ア

人
力
士
は
解
雇
、
北
の
湖
理
事
長
も
辞
任
に

追
い
込
ま
れ
た
。
当
た
り
前
だ
と
思
う
。

こ
う
し
た
中
で
、
相
撲
自
体
で
は
な
く
、

相
撲
界
を
取
り
巻
く
周
り
の
一
幕
は
い
ま
だ

に
忘
れ
ら
れ
な
い
。
渦
中
の
あ
る
日
、
テ
レ

ビ
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
で
、
元
文
部
科
学

省
副
大
臣
、
相
撲
改
革
に
取
り
込
ん
で
き
た

と
自
負
す
る
元
保
守
党
議
員
の
コ
メ
ン
ト
に

注
目
が
集
ま
っ
た
。
そ
の
発
言
は
「
い
っ
そ

相
撲
業
界
か
ら
外
国
人
力
士
を
追
い
出
し

て
、
鎖
国
で
国
技
の
純
粋
性
を
保
と
う
」。

保
守
派
は
保
守
派
な
の
だ
と
感
じ
る
と
同

時
に
、
日
本
社
会
の
底
流
に
潜
ん
で
い
る
、

あ
る
種
の
排
他
主
義
に
憂
慮
を
覚
え
た
。
実

は
、
海
運
業
界
も
こ
う
し
た
風
潮
に
あ
お
ら

れ
て
い
る
。

私
の
勤
め
る
会
社
は
日
中
コ
ン
テ
ナ
海
上

輸
送
に
従
事
し
て
、
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
占
め

て
い
る
。
日
中
航
路
は
年
間
３
０
０
万
Ｔ
Ｅ

Ｕ
の
荷
動
き
が
あ
り
、
日
中
貿
易
を
支
え
る

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
一
方
、
距

離
が
近
い
分
、敷
居
（
参
入
障
壁
）
が
低
く
、

熾
烈
な
競
争
も
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
日

本
船
社
は
コ
ス
ト
競
争
面
で
不
利
な
地
位
に

あ
り
、
１
９
９
０
年
代
に
入
っ
て
か
ら
年
々

シ
ェ
ア
を
落
と
し
、
近
年
は

％
程
度
し
か

な
い
。

た
だ
、
シ
ェ
ア
の

％
を
握
る
中
国
船
社

も
大
変
苦
戦
し
て
い
る
状
況
だ
。
十
数
社
が

乱
立
し
、
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
る
。
経
済
状

況
に
よ
り
、
５
�
６
年
周
期
で
撤
退
す
る
会

社
も
出
る
。
２
年
ほ
ど
前
か
ら
繰
り
返
し
経

営
不
振
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
き
た
最
大
の
ラ

イ
バ
ル
が
８
月
に
入
り
、
つ
い
に
サ
ー
ビ
ス

の
全
面
停
止
に
追
い
込
ま
れ
、
事
実
上
倒
産

し
た
。

２
割
前
後
の
シ
ェ
ア
を
持
っ
て
い
た
船
社

の
急
な
消
滅
に
ピ
ー
ク
シ
ー
ズ
ン
が
重
な

り
、
一
気
に
空
い
た
大
き
な
穴
を
埋
め
る
た

め
、
中
国
船
各
社
は
競
い
合
っ
て
奮
起
し

た
。そ

の
矢
先
、
業
界
紙
に
中
国
船
社
へ
の
バ

ッ
シ
ン
グ
と
も
受
け
取
れ
る
記
事
が
載
っ

た
。
食
品
の
国
内
回
帰
と
同
様
に
、
海
上
物

流
の
中
国
船
社
依
存
体
制
を
打
開
す
べ
き
だ

と
い
う
主
張
。
中
国
船
社
を
黒
船
に
た
と

え
、
日
本
を
ぶ
っ
壊
し
た
の
が
中
国
船
社
で

あ
る
か
の
よ
う
な
意
見
だ
っ
た
。
日
中
航
路

は
今
後
、
日
本
を
世
界
と
結
ぶ
「
支
線
」
に

な
る
と
い
う
表
現
も
あ
っ
た
が
、
日
本
の
海

上
物
流
は
信
頼
で
き
な
い
中
国
船
社
に
牛
耳

ら
れ
る
の
で
は
と
懸
念
も
ほ
の
め
か
し
て
い

る
。本

当
に
日
中
航
路
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
海
運

情
勢
に
対
し
て
、
大
き
な
影
響
力
を
持

つ
ま
で
に
成
長
し
た
の
か
。
も
し
本
当
な

ら
、
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
の
か
。
も
う
少
し
深

層
的
な
理
由
を
議
論
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

思
う
。

紛
れ
も
な
い
事
実
と
し
て
私
が
言
い
た
い

の
は
、
日
中
航
路
で
中
国
船
社
は
確
か
に
過

去

年
間
で
成
長
を
続
け
て
き
た
こ
と
だ
。

日
本
の
衣
食
住
の
大
動
脈
を
構
築
し
た
だ
け

で
は
な
く
、
日
本
の
高
付
加
価
値
の
製
品
を

中
国
に
還
流
す
る
媒
体
も
果
た
し
て
い
る
。

中
国
船
社
の
コ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
（
コ

ス
ト
削
減
の
主
導
的
な
地
位
）
が
な
け
れ

ば
、
日
中
経
済
の
繁
栄
は
な
い
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。

ま
だ
、
内
向
き
の
部
分
も
あ
り
、
顧
客
志

向
の
徹
底
で
足
り
な
い
部
分
も
あ
る
。
た

だ
、

年
に
及
ぶ
中
国
の
改
革
開
放
の
結

果
、
中
国
船
社
は
世
界
の
一
員
に
な
り
つ
つ

あ
る
。
船
腹
量
ラ
ン
キ
ン
グ
で
上
位
に
食
い

込
ん
で
お
り
、
当
社
は
ベ
ス
ト

に
入
っ
て

い
る
。

Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
コ
ン
テ
ナ
ラ
イ
ン
ズ
（
新
海
豊

集
装
箱
運
輸
）
は

年
設
立
、
翌
年
日
中
航

路
に
参
入
し
、
中
国
経
済
と
日
中
貿
易
の
成

長
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
形
で
、
著
し
い
発
展

を
遂
げ
て
き
た
。
２
３
０
Ｔ
Ｅ
Ｕ
の
小
型
コ

ン
テ
ナ
船
１
隻
に
よ
る

日
間
の
サ
ー
ビ
ス

か
ら
出
発
。
現
在
で
は
、
９
０
０
Ｔ
Ｅ
Ｕ
を

主
力
と
す
る
自
社
船
隊
を
整
備
し
、

隻
を

運
航
し
て
日
中
間
で
最
大
の
寄
航
エ
リ
ア
を

実
現
し
て
い
る
。
２
０
０
１
年
に
は
完
全
民

営
化
を
果
た
し
、「
筋
肉
質
」
の
経
営
体
制
を

固
め
た
。

全
額
出
資
で

年
に
神
戸
に
設
立
し
た
日

本
法
人
は

年
に
東
京
に
移
転
。

社
に
上

る
代
理
店
各
社
と
手
を
組
み
、一
貫
し
て「
顧

客
志
向
」を
堅
持
し
つ
つ
、日
本
の
製
造
業
、

商
業
の
多
様
な
顧
客
と
長
期
か
つ
安
定
的
な

関
係
を
構
築
し
て
き
た
。
大
手
荷
主
だ
け
で

は
な
く
、
中
小
荷
主
に
も
高
品
質
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
き
た
と
自
負
し
て
い
る
。

破
た
ん
し
た
ラ
イ
バ
ル
の
よ
う
に
、
市
場

原
則
を
無
視
し
て
体
力
以
上
の
経
営
を
し
た

り
、
顧
客
を
無
視
し
た
り
す
る
中
国
船
社
は

ま
だ
多
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
会
社
は
早

晩
顧
客
か
ら
見
放
さ
れ
、
淘
汰
さ
れ
て
い

く
。
幾
多
の
洗
礼
を
受
け
、
中
国
船
社
は
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
、
日
中
海
運
市
場
と
日

本
の
産
業
界
に
大
い
に
貢
献
し
て
い
る
の
は

紛
れ
も
な
い
事
実
だ
。

大
相
撲
の
話
に
戻
ろ
う
。
十
両
以
上
の
力

士
に
外
国
人
が

人
以
上
、
幕
の
内
は

人

中

人
が
外
国
人
。
相
撲
業
界
は
グ
ロ
ー
バ

ル
化
な
し
で
は
成
り
立
た
な
い
。
外
国
人
力

士
は
中
学
校
・
高
校
時
代
か
ら
、
言
葉
も
知

ら
な
い
異
国
の
地
で
、
一
生
懸
命
、
相
撲
に

接
し
て
き
た
。
外
国
人
力
士
は
皆
、
日
本
語

が
上
手
だ
と
い
つ
も
感
心
さ
せ
ら
れ
る
が
、

そ
の
裏
で
は
大
変
な
苦
労
が
あ
る
の
だ
ろ

う
。
彼
ら
の
努
力
も
実
り
、
近
年
横
綱
も
輩

出
し
て
日
本
の
相
撲
業
界
を
大
い
に
盛
り
上

げ
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
二
宮
清
純
氏

の
言
葉
が
印
象
に
残
る
。「
相
撲
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
は
も
う
止
め
ら
れ
な
い
。
外
国
人
力
士

に
き
ち
ん
と
ル
ー
ル
を
教
え
る
べ
き
だ
」。確

か
に
そ
う
だ
。
相
撲
の
し
き
た
り
や
日
本
の

伝
統
の
継
承
に
も
う
少
し
注
力
す
れ
ば
、
日

本
で
も
通
用
す
る
外
国
人
力
士
を
育
て
ら
れ

る
。
力
士
の
問
題
と
い
う
よ
り
、
親
方
、
相

撲
協
会
と
い
う
環
境
の
問
題
と
し
て
と
ら
え

る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

振
り
返
っ
て
海
運
業
界
は
ど
う
か
。
同
じ

体
質
で
は
な
い
か
。い
わ
ゆ
る「
島
国
根
性
」

の
鎖
国
で
は
日
本
を
救
え
な
い
。
当
社
は
日

本
に
進
出
し
て

年
で
日
中
海
運
の
横
綱
級

と
も
い
え
る
地
位
に
た
ど
り
つ
い
た
。
ま
だ

周
囲
の
目
は
厳
し
い
が
、
責
任
感
を
強
く
持

ち
、
真
の
日
本
の
海
運
業
界
の
一
員
に
な
れ

る
よ
う
に
一
層
の
努
力
を
続
け
て
い
き
た

い
。
こ
れ
が
実
現
し
た
と
き
こ
そ
、
日
本
の

海
運
業
界
、
そ
し
て
日
本
国
の
再
起
の
日
だ

と
信
じ
て
い
る
。

（
※
当
記
事
は
２
０
０
８
年

月

日
付

４
面
に
掲
載
）

2015 年（平成 27年）12月 7日(月曜日) (2)

２０１４年の英国王立船舶設計協会（ＲＩＮＡ）最優秀船賞を受賞した１８００ＴＥＵ新型エコ船シリーズ

日 本 海 事 新 聞

呂
開
献
・
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン
社
長

投 稿
大相撲と海運

「
島
国
根
性
」捨
て
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を


